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議 員 定 数　　１３人（４月会議で条例改正）  詳しくは９ページをご覧ください。

議 員 報 酬　　議　長　　月額３６万円
　　　　　　　　副議長　　月額２９万７千円
　　　　　　　　議　員　　月額２７万２千円
議員期末手当　　支給率年間3.35カ月　加算率15％
　　　　　　　　（６月期1.675か月、12月期1.675か月）
議員費用弁償　　日額１，０００円（特別職非常勤と同じ）

 詳しくは４、５ページをご覧ください。

特別ページ
将来を見据えて
次の選挙から定数・報酬を見直し

　美里町議会では、通年の会期制を導入し、
いつでも議会や委員会などを開ける態勢を
取っています。
　議会の活動日数は、本会議、委員会などを
合わせて年間延175日です。そのほか公的機
関などが主催する会議などへ出席しています。
　本会議では、町長から提案された議案の
審議のほか、議員から町長の施政を問う「一
般質問」を行っています。
　当初予算と決算の議案は、特別委員会を
設置し詳細な審査を行っています。
　常任委員会では、毎年、町の事務につい
て研究テーマを設定し、調査を行い、政策
を提言する活動を行っています。
　これまで、「町有未利用地の利活用につ
いて」「健康な身体づくりについて」「学校
施設へのエアコン設置について」など町に
提言してきました。

　議会では、議会活性化に向けた取組として、これまで特別委員会を設置して議員経費などにつ
いて検討してきました。
　３年度４月会議で、特別委員会の報告を受け、議員定数を16から13人に減らす条例改正を行い
ました。議員報酬の増額、議員期末手当の加算、議員報酬の改正については、町長に検討するよ
う要望しています。

主な議会の活動

町長に要望

要望により設置されたエアコン
美里町議会だより
令和３年８月１日2



次の選挙から
候補者の費用負担軽減
　多くの方が立候補しやすいように、全国町村議会議長会で要望していた公職選挙法の一部を改
正する法律が２年６月12日公布され、同年12月12日に施行されました。これに伴い、美里町議会
議員及び美里町長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例も12月会議で改正されました。
　今回の改正は、町村の選挙において立候補しやすい環境改善のため、選挙公営の対象を市の選
挙と同様のものに拡大すること、町村議会議員選挙でもビラの頒布を解禁するとともに、供託金
制度を導入するものです。次期選挙より適用になります。

　公費負担額の計算方法及び単価は、国政選挙の場合について定める公職選挙法施行令に準拠し
た内容となっています。

　候補者の費用負担が軽減され、議会議員のなり手不足を解消する一助にな
ると考えられます。次期美里町議会議員選挙は４年１月に行われます。

内　　　　容 上　　　限　　　額

選挙運動用
自動車の使用

ハイヤー方式 １日　64,500円×５日＝322,500円
自動車の借入れ １日　15,800円×５日＝  79,000円
燃料代 １日　 7,560円×５日＝  37,800円
運転手の雇用 １日　12,500円×５日＝  62,500円

選挙運動用ビラ作成 町長選挙　単価7.51円×上限5,000枚＝37,550円
議員選挙　単価7.51円×上限1,600枚＝12,016円

選挙運動用ポスター作成 （単価525.06円×123（掲示場数）＋155,250円）÷123
　　　　≒1,788円×掲示場相当123枚＝219,924円　

・町村議会議員選挙における供託金制度（15万円）

導入します

・選挙運動用自動車の使用
・選挙運動用ビラの作成
・選挙運動用ポスターの作成

公費負担の対象となります

・町村議会議員選挙における
　ビラの頒布（上限1600枚）

解禁になります

美里町議会だより
令和３年８月１日 3



特別ページ

議員報酬増額を　町長に要望

☆議員報酬改定はなぜ今なのか
　今日、町村においては議員のなり手不足問題が広がっています。本町も例外ではなく、多様な
住民の声を反映するのが難しくなりつつあります。
　なり手不足の要因は、議員活動が不透明であること、議員になることの魅力のなさなど様々あ
りますが、その１つに、生計を立てることのできない議員報酬の低さ、という条件の悪さが挙げ
られます。
　美里町議会議員の報酬は、２年度宮城県町村議会実態調査によると、県内町村21議会中17番目
であり、期末手当を合わせると20番目となっています。
　多様な人材が将来立候補し議員活動がしやすい条件を創り出すことで、地域民主主義の持続に
つながるものと考えられることから、議員報酬の増額が必要と考えます。
議員報酬の実態

議員報酬月額（令和元年）
県内市平均（仙台市除く） ３８万２，８４６円
県内町村平均（２万人以上（美里町除く）） ２５万９，０５９円
全国町村平均（２万人以上） ２６万２，０６４円

将
来
を
見
据
え

　

議
会
で
は
、
平
成
30
年
に

特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
２

つ
の
分
科
会
で
議
会
活
性
化

に
向
け
た
取
組
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
そ
の
取
組
項
目
の

１
つ
で
あ
る
議
員
経
費
は
、

第
２
分
科
会
で
令
和
元
年
８

月
よ
り
18
回
に
わ
た
り
検
討

を
重
ね
、
将
来
の
美
里
町
議

会
を
見
据
え
て
報
告
を
ま
と

め
ま
し
た
。

　

３
年
４
月
９
日
の
議
会
活

性
化
調
査
特
別
委
員
会
で
議

員
定
数
を
３
人
減
、
議
員
報

酬
増
額
な
ど
を
可
決
し
、
議

長
へ
報
告
書
を
提
出
し
ま
し

た
。

定
数
削
減
可
決

　

４
月
会
議
で
は
、
議
員
定

数
を
13
人
に
削
減
す
る
議
員

提
出
の
条
例
改
正
案
を
可
決

し
ま
し
た
。
な
お
、
削
減
は
、

次
の
町
議
会
議
員
の
一
般
選

挙
か
ら
適
用
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
同
日
議
員
報
酬
の

増
額
、
期
末
手
当
の
算
定
に

つ
い
て
、
議
長
か
ら
町
長
に

要
望
し
て
い
ま
す
。

審
議
会
「
異
議
な
し
」

　

議
会
か
ら
の
要
望
を
受
け
、

町
長
は
５
月
13
日
特
別
職
の

職
員
の
報
酬
等
審
議
会
を
開

催
し
、
議
員
報
酬
の
増
額
、

期
末
手
当
の
算
定
に
つ
い
て

諮
問
し
ま
し
た
。
報
酬
等
審

議
会
で
は
、
審
議
の
結
果
、

諮
問
内
容
に
「
異
議
な
し
」

と
し
つ
つ
、
住
民
に
改
正
内

容
を
説
明
し
て
理
解
を
得
る

よ
う
求
め
る
付
帯
意
見
を
つ

け
た
答
申
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
員
報
酬
の
増
額
に
つ
い
て
、
そ
の
協
議
の
過
程

や
報
酬
額
の
算
定
根
拠
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

� （月額）
現行額（平成18年より） 改定案（改選後）

議　長 ３２万５千円 ３６万円　　
副議長 ２４万７千円 ２９万７千円
議　員 ２３万円　　 ２７万２千円

議会からの改定案

美里町議会だより
令和３年８月１日4



☆議員報酬額はどのように算定されたのか
①全国町村議会議長会政策審議会の「議員報酬のあり方について」より
　昭和53年７月に全国町村議会議長会政策審議会から示された「議員報酬のあり方について」
では、町議会議員の報酬の積算方法は、町長の給料を基準とし議員と町長の職務遂行日数を対
比した比率によることが適当とされています。
　町長の給料を基準とする理由は、議員も町長も共に公選により就任する特別職であり、対等
の立場で町の重要機能を分担し、共に町民に対して政治責任を負う地位にあるなどその身分、
性格が類似していること、また、議員報酬は町の財政事情、住民所得水準など諸般の事情を総
合的に考慮し、決定することが適当で、これらの事情が、町長の給料を決定する際に既に考慮
され尽くしているため基準とするものです。
②議員の職務遂行日数（令和元年）
　美里町では通年会期制を導入しており、１年中いつでも議会を開ける態勢をとっています。
　令和元年の１年間における本会議、各種委員会、全員協議会への出席、議員派遣、委員派遣
による出張などを合算した議員公務としての職務遂行日数は、次のとおりです。

基　準 職務遂行日数 割　合（本町）
議　長 町長の職務遂行日数

を３００日（100%）
として比較すると

２４８日 ８２.６％
副議長 １７１日 ５７.０％
議　員 １４４日 ４８.０％

　※議員個人の活動日数は含まれておりません。
③全国町村議会議長会の令和元年度実態調査を基に町長の給料と対比
　人口２万人以上の全国149町村の平均は、議長の報酬は町長の給料の44.0％、副議長は36.3％、
議員は町長の給料の33.3％の比率となっています。この給料対比の全国比率を基準としました。
④議員報酬額の算出と調整
　町長の給料に対する議員報酬の全国比率よりも、町長の職務遂行日数に対する議員の職務遂行
日数の割合は大きくなっています。そのため、月額報酬は町長の給料を基に給料対比の全国比率
を乗じて算出しました。
　町の財政を考慮し議員経費の増加は控え、算出した議員報酬を５％減額し千円未満を切り捨て
としました。
　この報酬額を基に議会費を試算すると、総額は現状より概ね40万円の減額となります。

基　準 全国比率 月額報酬 ５％減額
議　長 町長の月額給料

８６万３千円
と比較すると

４４.０％ ３７万９千円 ３６万円　　
副議長 ３６.３％ ３１万３千円 ２９万７千円
議　員 ３３.３％ ２８万７千円 ２７万２千円

☆議員期末手当の加算は
　県内21町村のうち19町村で、期末手当15％加算されている現状を踏まえ、本町でも15％加算
とすることとしました。なお、支給率はいままでどおりとしました。

議員報酬増額を　町長に要望

　議員報酬などの改正により、若い世代をはじめ幅広い年齢層の方が議員に
立候補する機会を拡充することで、議員のなり手不足が少しでも解消され、
多様な民意が町政に反映されることを期待します。

改選後からの

美里町議会だより
令和３年８月１日 5



６月会議

９２４４万円可決 補正予算

　

６
月
会
議
が
６
月
８
日
か
ら
９
日
ま
で
開
か
れ
ま

し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
５
人
が
13
項
目
を
質
問
、
議
案
の

審
議
で
は
報
告
５
件
、
補
正
予
算
な
ど
５
議
案
を
可

決
し
ま
し
た
。

一
般
会
計

（
要
旨
）　
１
億
５
２
２
５
万

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
を
１
１
０
億
７
８

１
３
万
円
と
し
ま
し
た
。

主
な
歳
出

・
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
改
定
業
務
委
託
料

�

４
５
１
万
円

・
地
域
福
祉
計
画
策
定
業
務

委
託
料�

３
８
８
万
円

・
低
所
得
の
子
育
て
世
帯
に

対
す
る
子
育
て
世
帯
生
活

支
援
特
別
給
付
金

�

１
８
５
０
万
円

・
担
い
手
確
保
・
経
営
強
化

支
援
事
業
補
助
金

�

１
９
２
５
万
円

・
新
中
学
校
建
設
用
地
購
入

費�

９
２
４
４
万
円

・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

の
天
井
ブ
レ
ー
ス
修
繕
工

事
請
負
費�

１
２
９
万
円

主
な
歳
入

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

強
化
交
付
金

�

２
０
０
３
万
円

・
担
い
手
確
保
・
経
営
強
化

支
援
事
業
費
補
助
金

�

１
９
２
５
万
円

・
公
共
施
設
整
備
基
金
繰
入

金�

９
２
４
８
万
円

・
長
寿
社
会
づ
く
り
ソ
フ
ト

事
業
費
交
付
金

�
　
３
０
０
万
円

賛
成
全
員（
可
決
）

賛
否
討
論

反
対�

手 

島 

牧 

世

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

�

の
欠
落
に
不
安

　

新
中
学
校
建
設
予
定
地
の

洪
水
浸
水
想
定
浸
水
深
は

０
・
５
～
３
・
０
メ
ー
ト
ル

の
地
域
で
あ
り
、
過
去
に
周

辺
道
路
の
冠
水
が
発
生
し
て

い
る
。
大
雨
に
よ
る
洪
水
や

内
水
氾
濫
・
浸
水
か
ら
生
徒

の
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め

に
も
学
校
建
設
場
所
と
し
て

非
常
に
不
安
で
あ
る
。
そ
し

て
圃
場
整
備
も
さ
れ
て
お
り
、

土
地
の
造
成
、
土
壌
改
良
に

係
る
費
用
も
膨
大
に
な
る
。

そ
こ
に
わ
ざ
わ
ざ
建
設
す
る

必
要
が
あ
る
の
か
。

　

ま
た
、
町
は
通
学
路
の
安

全
性
を
今
後
検
討
す
る
と
し

て
い
る
が
、
現
時
点
で
安
全

性
を
充
分
考
慮
す
べ
き
で
あ

る
。
住
民
の
不
安
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
用
地
購
入
に
係
る

新
中
学
校
整
備
推
進
事
業
費

の
歳
出
に
反
対
す
る
。

一
般
会
計
補
正
予
算

賛
成　

�

前 

原 

𠮷 

宏

安
全
・
安
心
で
質
の
高
い

�

教
育
環
境
を
整
備

　

こ
れ
は
、
町
の
教
育
理
念

で
あ
る
「
幅
広
い
知
見
と
自

主
性
、
社
会
性
、
国
際
性
を

身
に
着
け
、
自
ら
考
え
判
断

し
行
動
で
き
る
実
践
力
の
あ

る
人
間
を
育
て
」
安
全
・
安

心
な
質
の
高
い
教
育
環
境
を

１
０
０
年
に
渡
り
維
持
で
き

る
新
た
な
中
学
校
を
整
備
す

る
た
め
の
用
地
取
得
と
債
務

負
担
行
為
を
追
加
す
る
も
の

で
あ
る
。

　

新
中
学
校
建
設
は
、
子
ど

も
た
ち
の
学
ぶ
意
欲
の
向
上

と
多
様
な
学
習
活
動
の
展
開

に
資
す
る
た
め
、
教
育
環
境

の
な
お
一
層
の
充
実
が
図
ら
れ

る
よ
う
保
護
者
、
町
民
の
多

く
が
期
待
す
る
も
の
で
あ
る

こ
と
か
ら
賛
成
討
論
と
す
る
。

質
疑

新
中
学
校
用
地
を
取
得

問　
新
中
学
校
建
設
用
地
購

入
費
の
内
容
、
地
権
者
は
何

人
で
、
購
入
単
価
は
。

答　

関
係
地
権
者
８
名
で
、

単
価
は
、
１
平
方
メ
ー
ト
ル

２
４
０
０
円
で
あ
る
。

問　
単
価
の
根
拠
は
。

答　
公
共
事
業
で
あ
り
、
不

動
産
鑑
定
で
算
出
し
た
金
額

に
よ
り
取
得
す
る
。

問　
債
務
負
担
行
為
の
補
正

で
、
４
年
か
ら
21
年
ま
で
18

年
間
の
新
中
学
校
整
備
等
事

業
51
億
２
０
０
０
万
円
追
加

さ
れ
て
い
る
が
、
内
容
は
。

答　
設
計
建
設
工
事
45
億
４

０
０
０
万
円
、
解
体
工
事
２

億
円
、
維
持
管
理
費
で
３
億

８
０
０
０
万
円
計
上
し
て
い

る
。

　

建
設
に
関
し
て
は
４
年
か

ら
６
年
ま
で
の
３
年
間
、
維

持
管
理
は
７
年
か
ら
15
年
間

に
な
る
。

美里町議会だより
令和３年８月１日6



新中学校用地取得

大型化する農業機械

石綿管の更新を

同
時
工
事
で
経
費
削
減

問　
天
井
ブ
レ
ー
ス
修
繕
工

事
の
詳
細
は
。

答　
５
月
１
日
に
発
生
し
た

宮
城
県
沖
を
震
源
と
す
る
地

震
に
よ
り
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
第
１
競
技
場
の
西

側
の
天
井
ブ
レ
ー
ス
１
本
が

湾
曲
し
、
交
換
す
る
修
繕
で

あ
る
。

問　
開
館
に
支
障
な
く
工
事

を
で
き
る
の
か
。

答　
本
年
行
う
換
気
設
備
改

修
工
事
と
併
せ
て
実
施
し
、

足
場
の
経
費
削
減
、
工
期
短

縮
、
利
用
制
限
も
短
く
す
る
。

　

工
期
は
積
算
中
で
２
、
３

カ
月
か
か
る
可
能
性
が
あ
る
。

農
機
購
入
に
補
助

問　
担
い
手
確
保
・
経
営
強

化
支
援
事
業
は
な
ぜ
当
初
予

算
に
計
上
出
来
な
か
っ
た
の

か
、
ま
た
３
年
度
で
終
了
か
。

答　
国
の
２
年
度
第
３
次
補

正
事
業
で
あ
り
、
今
年
１
月

か
ら
２
月
に
事
前
要
望
な
ど

の
把
握
が
あ
り
、
４
月
に
事

業
内
示
が
来
た
た
め
、
補
正

予
算
で
の
提
案
と
な
っ
た
。

　

単
年
度
事
業
で
あ
る
。

給
付
金
該
当
者
は
申
請
を

問　
子
育
て
世
帯
生
活
支
援

特
別
給
付
金
事
業
の
う
ち
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
家
計
が
急

変
し
た
該
当
者
は
、
ど
の
よ

う
に
把
握
す
る
の
か
。
ま
た
、

ど
う
周
知
を
さ
れ
る
の
か
。

答　
申
請
に
よ
り
確
認
す
る
。

　

内
容
と
し
て
は
、
減
少
し

た
任
意
の
１
カ
月
分
の
収
入

を
12
倍
し
、
町
民
税
非
課
税

の
水
準
と
同
じ
の
方
が
対
象

と
な
る
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広
報
紙

を
活
用
し
、
広
く
周
知
し
て

い
き
た
い
。

水
道
事
業
会
計

（
要
旨
）　
収
益
的
収
支
の
支

出
に
２
１
０
５
万
円
を
追
加

し
、
資
本
的
収
支
の
収
入
及

び
支
出
に
５
０
０
０
万
円
追

加
し
ま
し
た
。

主
な
収
益
的
支
出

・
給
水
管
漏
水
修
理

�
５
０
０
万
円

・
配
水
管
漏
水
修
理

�

３
６
９
万
円

・
美
里
町
中
埣
地
区
配
水
管

布
設
替
に
伴
う
仮
設
管
設

置
工
事�

８
６
８
万
円

主
な
資
本
的
支
出

・
美
里
町
中
埣
地
区
配
水
管

布
設
替
工
事
請
負
費

�

５
０
０
０
万
円

主
な
資
本
的
収
入

・
水
道
事
業
債　

�

５
０
０
０
万
円

賛
成
全
員（
可
決
）

質
疑

中
埣
地
区
の
石
綿
セ
メ

ン
ト
管
の
更
新
は

問　
中
埣
地
区
に
昭
和
43
年

の
石
綿
管
が
ま
だ
２
５
５
０

メ
ー
ト
ル
残
っ
て
い
る
が
。

答　
石
綿
セ
メ
ン
ト
管
の
更

新
計
画
が
見
直
し
の
時
期
に

来
て
い
る
の
で
、
計
画
的
に
、

着
実
に
更
新
を
行
っ
て
い
く
。

美里町議会だより
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５月会議
５月19日

　

５
月
会
議
で
は
専
決
処
分
の
報
告
と
補
正
予
算
２

議
案
を
審
議
し
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

一
般
会
計

（
要
旨
）　

２
２
７
６
万
円
を

追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
を
１
０
９
億
２
５
８
８

万
円
と
し
ま
し
た
。

主
な
歳
出

・
ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
整
備

業
務
委
託
料�

88
万
円

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
応
感
染
拡
大
防
止

時
短
要
請
協
力
金

�

１
９
６
８
万
円

主
な
歳
入

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
防
止
協
力
金
交

付
事
業
補
助
金

�

９
８
４
万
円

・
財
政
調
整
基
金
繰
入
金

�

９
８
６
万
円

賛
成
全
員（
可
決
）

質
疑

協
力
金
上
乗
せ
し

�

４
万
円
に

問　
時
短
要
請
協
力
金
の
財

源
は
県
か
ら
９
８
４
万
円
、

町
が
９
８
６
万
円
だ
が
、
国

か
ら
の
手
当
て
は
あ
る
の
か
。

答　
財
源
の
内
訳
は
、
県
か

ら
２
万
円
、
町
の
自
主
財
源

か
ら
２
万
円
を
上
乗
せ
と
い

う
形
で
提
案
し
た
。
最
終
的

に
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を

充
当
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

水
道
事
業
会
計

（
要
旨
）　
収
益
的
収
支
の
支

出
に
３
４
８
５
万
円
を
追
加

し
、
収
益
的
支
出
合
計
７
億

５
２
７
２
万
円
と
し
ま
し
た
。

収
益
的
支
出

・
遠
田
橋
配
水
管
漏
水
修
理

�

３
４
８
５
万
円

賛
成
全
員（
可
決
）

質
疑

３
月
の
地
震
で
漏
水

問　

工
事
の
内
容
と
工
期
、

そ
れ
に
伴
う
地
域
住
民
へ
の

給
水
停
止
な
ど
は
あ
る
の
か
。

答　
地
震
に
よ
り
遠
田
橋
の

配
水
管
で
漏
水
が
発
生
し
た

た
め
、
国
県
と
本
復
旧
工
事

の
協
議
を
進
め
て
い
る
。

　

６
月
の
第
３
週
か
ら
工
事

を
行
い
、
月
末
ま
で
が
工
期

と
考
え
て
い
る
。

　

仮
設
管
を
遠
田
橋
の
歩
道

に
設
置
し
、
通
水
し
て
い
る

の
で
中
埣
地
区
へ
の
給
水
停

止
は
し
な
い
。

■令和３年度４月会議

■令和３年度６月会議

議
案
番
号

　議員氏名　

　議案名

吉
田　

眞
悦

鈴
木　

宏
通

村
松　

秀
雄

吉
田　

二
郎

平
吹　

俊
雄

手
島　

牧
世

佐
野　

善
弘

藤
田　

洋
一

山
岸　

三
男

柳
田　

政
喜

前
原　

𠮷
宏

櫻
井　

功
紀

福
田　

淑
子

千
葉　

一
男

我
妻　
　

薫

大
橋
昭
太
郎

賛

成

反

対

審
議
結
果

議発第１号 美里町議会会議条例の一部を改正する
条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 × ○ ○ − 13 1 可決

議
案
番
号

　議員氏名　

　議案名

吉
田　

眞
悦

鈴
木　

宏
通

村
松　

秀
雄

吉
田　

二
郎

平
吹　

俊
雄

手
島　

牧
世

佐
野　

善
弘

藤
田　

洋
一

山
岸　

三
男

柳
田　

政
喜

前
原　

𠮷
宏

櫻
井　

功
紀

福
田　

淑
子

千
葉　

一
男

我
妻　
　

薫

大
橋
昭
太
郎

賛

成

反

対

審
議
結
果

議案第７号 令和３年度美里町一般会計補正予算
（第５号） ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 欠 × ○ × − 11 3 可決

※すべての議案の賛否一覧は美里町公式ホームページに掲載しています。

意見が分かれた議案の賛否一覧

２万円上乗せ
自主財源から

○は賛成、×は反対、欠は欠席を表しています。議長は表決に加わりません。

美里町議会だより
令和３年８月１日8



特別委員会

定数３人減可決
４月会議
４月27日

　

４
月
会
議
で
は
、
専

決
処
分
の
報
告
３
件
、

条
例
改
正
や
一
般
会
計

補
正
予
算
な
ど
４
議
案
、

議
員
発
議
１
件
を
審
議

し
、
原
案
通
り
可
決
し

ま
し
た
。

（
要
旨
）　
議
員
定
数
を
16
人

か
ら
13
人
と
す
る
内
容
を
含

む
議
会
活
性
化
調
査
特
別
委

員
会
中
間
報
告
が
本
会
議
に

お
い
て
可
決
さ
れ
た
こ
と
を

踏
ま
え
、
議
員
の
定
数
を
規

定
す
る
会
議
条
例
の
第
２
条

を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　
次
の
一
般
選
挙
か
ら
適
用

に
な
り
ま
す
。

賛
成
13
反
対
１（
可
決
）

議
員
定
数
を
13
人
に

一
般
会
計

（
要
旨
）　
１
億
１
５
０
８
万

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
の

総
額
を
１
０
９
億
２
２
１
万

円
と
し
ま
し
た
。

主
な
歳
出

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
接
種
事
業

�

５
０
４
万
円

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
応
感
染
拡
大
防
止

時
短
要
請
協
力
金

�

１
億
１
６
８
万
円

主
な
歳
入

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
接
種
体
制
確
保
事

業
費
補
助
金�

５
０
３
万
円

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
防
止
協
力
金
交

付
事
業
補
助
金

�

１
億
１
６
８
万
円

・
財
政
調
整
基
金
繰
入
金

�

２
８
３
万
円

�

賛
成
全
員（
可
決
）

質
疑

82
事
業
所
に
協
力
金

問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
応
感
染
拡
大
防
止

時
短
要
請
協
力
金
１
億
１
６

８
万
円
の
内
容
は
。

答　
４
月
５
日
か
ら
５
月
５

日
分
ま
で
の
時
短
要
請
に
伴

う
協
力
金
１
２
４
万
円
を
町

内
82
事
業
所
分
見
込
ん
だ
金

額
で
あ
る
。

３
月
ま
で
な
ぜ
雇
用
す
る

問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
の
会
計

任
用
職
員
の
報
酬
で
、
事
務

補
助
員
と
看
護
師
の
期
間
と

人
数
は
。

答　
事
務
補
助
員
１
名
、
看

護
師
２
名
で
、
期
間
に
つ
い

て
は
、
５
月
か
ら
３
月
ま
で

の
11
か
月
で
あ
る
。

問　
３
月
ま
で
雇
用
す
る
理

由
は
。

答　
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
２
月

末
ま
で
が
実
施
期
間
と
い
う

通
知
が
来
て
い
る
。
順
調
に

ワ
ク
チ
ン
の
供
給
が
整
え
ば
、

そ
の
時
点
で
終
了
と
な
る
が
、

実
施
体
制
を
整
え
る
た
め
と

し
て
３
月
ま
で
雇
用
を
考
え

て
い
る
。

賛
否
討
論

反
対�

福 

田 

淑 

子

住
民
の
声
を

�

十
分
吸
い
上
げ
る
べ
き

　

１
点
目
は
、
一
常
任
委
員

会
最
低
６
人
は
必
要
だ
と
す

る
な
ら
、
予
算
・
決
算
は
常

任
委
員
会
ご
と
に
構
成
さ
れ

一
分
科
会
は
５
人
に
な
り
、
13

人
の
根
拠
は
成
り
立
た
な
い
。

　

２
点
目
は
、
議
員
の
な
り

手
不
足
の
理
由
は
、
報
酬
の

低
さ
と
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
だ

け
を
捉
え
て
の
理
論
は
成
り

立
た
な
い
。

　

３
点
目
は
、
議
会
懇
談
会

で
の
３
件
の
意
見
を
町
民
の

声
と
し
て
捉
え
た
と
あ
る
が
、

こ
れ
で
町
民
の
声
を
聞
い
た

と
は
言
え
な
い
。

　

議
員
定
数
の
問
題
は
、
議

会
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
。
住

民
自
治
に
も
大
き
く
か
か
わ

る
こ
と
で
あ
る
。
公
聴
会
を
開

き
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
意
見

を
求
め
る
な
ど
、
住
民
の
声
を

十
分
吸
い
上
げ
る
べ
き
で
あ
る
。

議
員
定
数
の
条
例
改
正

賛
成　

�

山 

岸 

三 

男

議
員
定
数
13
人
が
適
切

　

令
和
元
年
８
月
よ
り
３
年

２
月
ま
で
36
回
、
定
数
に
関
し

て
は
16
回
の
議
論
、
協
議
を
重

ね
、
２
月
16
日
付
分
科
会
報

告
書
を
特
別
委
員
会
委
員
長

に
提
出
し
た
。

　

最
大
の
課
題
で
あ
る
議
員
定

数
の
削
減
に
つ
い
て
は
、
全
国

町
村
議
会
議
長
会
が
ま
と
め

た
定
数
に
関
す
る
調
査
で
、
全

町
村
数
９
２
７
の
う
ち
条
例
改

正
を
実
施
し
た
町
村
は
２
８
７

町
村
、
全
国
の
31
％
、
沖
縄

県
与
那
国
町
１
件
を
除
い
て
は
、

99
・
７
％
の
町
村
で
定
数
削
減

の
条
例
と
な
っ
て
い
る
。
議
会

議
員
の
数
を
減
ら
す
こ
と
が
当

た
り
前
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

と
認
識
し
て
い
る
。
２
つ
の
常

任
委
員
会
の
構
成
委
員
は
議

長
を
除
く
と
６
人
体
制
と
な
る

が
、
将
来
の
人
口
減
少
や
社
会

動
態
な
ど
鑑
み
た
と
き
に
、
３

減
の
13
人
の
定
数
は
適
切
で
あ

り
条
例
改
正
に
賛
成
す
る
。

議員提案で

美里町議会だより
令和３年８月１日 9



村
松
　
秀
雄
　�

  

11

①
新
中
学
校
統
合
で
の
協
議
は

②
予
約
の
な
い
高
齢
者
対
応
は

福
田
　
淑
子
　�

  

12

①
学
校
ト
イ
レ
に
生
理
用
品
設
置
を

②
保
管
土
地
へ
の
税
は
免
除
を

手
島
　
牧
世
　�

  

13

①
新
過
疎
法
に
よ
る
支
援
は

②
建
築
制
限
区
域
に
な
る
可
能
性
は

平
吹
　
俊
雄
　�

  

14

①
高
齢
者
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
完
了
は

②
不
動
堂
排
水
路
の
汚
泥
の
除
去
は

柳
田
　
政
喜
　�

  

15

①
ク
ラ
ス
タ
ー
懸
念
職
業
へ
優
先
接
種
を

②
台
風
後
の
減
災
対
策
状
況
は

　
６
月
８
日
か
ら
９
日
に
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
５
人
の
議
員
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
接
種
や
新
中
学
校
整
備
事
業
な
ど
13
項
目
に
わ

た
り
、
町
の
方
針
を
問
い
た
だ
し
ま
し
た
。

　
次
回
の
一
般
質
問
は
９
月
７
日
に
行
わ
れ
ま
す
。

一般質問
町政を問う町政を問う 議員が行財政全般について執行機関に

疑問点や方針を問うものです

一
般
質
問
あ
れ
こ
れ
　
…
16

　

各
議
員
の
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
で
き
な
か
っ
た
質
問

を
抜
粋
し
て
い
ま
す
。

　議場に来ることができない方も、パソコンや
スマートフォンから、いつでも議会の映像を見
ることができます。
　議会当日は、本会議の映像を生中継で配信し
ています。
　その後は、録画映像として配信しています。

美里町公式ホームページ
（URL:http://www.town.misato.miyagi.jp）
から　「町議会へようこそ」

　　　⬇

「YouTube」にアクセスして
いただき、ご覧ください。

議会の映像を配信しています。

美里町議会だより
令和３年８月１日10



一般質問

本町の集団接種会場

な
い
高
齢
者
へ
の
対
応
は
。

町
長　
申
し
込
み
を
し
て
い

な
い
方
の
意
思
確
認
を
前
提

と
し
て
、
理
由
の
確
認
を
し

な
が
ら
希
望
者
へ
は
支
援
を

行
う
。

問　
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
直
前

キ
ャ
ン
セ
ル
へ
の
マ
ニ
ュ
ア

ル
は
あ
る
か
。

町
長　
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
な
い

が
手
順
と
し
て
、
別
の
日
に

予
約
し
た
方
を
優
先
し
て
連

絡
す
る
。
調
整
が
つ
か
な
い

場
合
は
、
近
く
の
高
齢
者
施

設
利
用
者
や
従
事
者
と
い
う

順
番
で
行
っ
て
い
く
。

問　
高
齢
者
の
予
約
状
況
と

接
種
状
況
は
。

町
長　
６
月
７
日
現
在
で
は
、

６
９
２
１
人
が
予
約
し
て
お

り
、
１
回
目
接
種
が
２
１
１

５
人
で
23
・
６
％
、
２
回
目

接
種
が
７
４
８
人
で
８
・

４
％
で
あ
る
。

問　
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
量
と

接
種
計
画
と
の
関
係
は
。

町
長　
ワ
ク
チ
ン
の
入
荷
予

定
量
に
応
じ
て
、
接
種
予
約

の
枠
を
設
定
し
て
い
る
。

問　
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
任
意

で
あ
る
が
、
予
約
を
し
て
い

予約のない高齢者対応は

〈町長〉意思確認を前提に連絡

新
中
学
校
統
合
で
の
協
議
は

〈
教
育
長
〉
継
続
的
に
行
っ
て
き
た

宮
城
県
美
里
町
中
学
校
再
編

整
備
基
本
構
想
を
策
定
。

　

予
定
地
を
駅
東
と
し
、
保

護
者
、
住
民
と
の
意
見
交
換

会
を
踏
ま
え
美
里
町
新
中
学

校
施
設
基
本
計
画
を
策
定
し
、

町
長
に
教
育
財
産
取
得
の
申

し
出
を
行
っ
た
。

問　
再
編
ビ
ジ
ョ
ン
へ
の
意

見
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
。

教
育
長　
回
答
書
を
作
成
し
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
開

し
て
い
る
。

町
長
と
協
議
調
整
を
行
っ
た
。

問　
再
編
ビ
ジ
ョ
ン
作
成
後

の
動
向
は
。

教
育
長　
平
成
28
年
７
月
か

ら
住
民
意
見
交
換
会
８
回
。

保
護
者
意
見
交
換
会
13
回
。

生
徒
。
保
護
者
・
学
校
評
議

員
・
教
員
と
意
見
交
換
会
12

回
を
開
催
し
て
い
る
。

　
「
中
学
校
再
編
整
備
の
具

体
化
に
向
け
て（
案
）」
を
保

護
者
や
住
民
と
意
見
交
換
会

を
行
い
、
平
成
29
年
12
月
に

新中学校予定地

村 松 秀 雄

問　
平
成
26
年
３
月
に
美
里

町
学
校
教
育
環
境
審
議
会
の

答
申
が
出
さ
れ
、
平
成
28
年

６
月
に
美
里
町
学
校
再
編
ビ

ジ
ョ
ン
が
出
す
ま
で
教
育
委

員
会
の
協
議
は
。

教
育
長　
平
成
26
年
３
月
の

定
例
会
か
ら
協
議
を
継
続
的

に
開
始
し
、
計
31
回
行
っ
て

い
る
。

　

そ
の
間
、
保
護
者
、
教
員

へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
。
視
察
研

修
。
住
民
説
明
会（
途
中
か

ら
懇
談
会
）を
計
６
回
開
催

し
て
い
る
。

　

ま
た
、
総
合
教
育
会
議
で

再
編
ビ
ジ
ョ
ン（
案
）に
つ
い
て

美里町議会だより
令和３年８月１日 11



一般質問

このままでは、土地活用ができない

問　
８
０
０
０
ベ
ク
レ
ル
を

超
え
る
廃
棄
物
は
４
月
、
５

月
い
く
ら
あ
る
か
。

町
長　
４
月
、
５
月
に
つ
い

て
は
測
定
を
行
っ
て
い
な
い
。

全
量
は
測
定
し
て
お
ら
ず
、

６
月
か
ら
始
め
て
い
る
。

課
す
る
べ
き
で
は
な
い
。

　

町
長
の
判
断
を
適
用
し
、

そ
の
部
分
を
東
電
と
国
に
請

求
す
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　
預
か
っ
て
い
た
だ
い
て
い

る
こ
と
か
ら
、
税
は
免
除
す

べ
き
と
考
え
る
が
。

町
長　
そ
の
場
所
を
見
た
が
、

ほ
と
ん
ど
が
土
地
活
用
で
き

な
い
で
い
る
。
農
家
の
方
か

ら
、
保
管
料
、
課
税
免
除
を

し
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
が

あ
れ
ば
当
然
考
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
直
接

的
な
話
は
聞
い
て
い
な
い
。

　

保
管
の
在
り
方
、
保
管
料

の
問
題
な
ど
、
全
体
的
に
考

え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で

調
査
す
る
。
課
税
は
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

問　
８
０
０
０
ベ
ク
レ
ル
を

超
え
る
廃
棄
物
は
、
預
か
っ

て
い
た
だ
い
て
お
り
、
そ
の

部
分
に
作
物
を
植
え
た
り
し

て
い
な
い
。

　

預
か
っ
て
い
た
だ
い
て
、

な
お
か
つ
固
定
資
産
税
は
賦

〈
町
長
〉
課
税
は
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

保
管
土
地
へ
の
税
は
免
除
を

取
り
組
ん
で
設
定
し
て
い
る

自
治
体
も
あ
る
。
忘
れ
た
ら

配
布
す
る
と
い
う
が
、
そ
の

時
の
子
ど
も
の
気
持
ち
も
考

え
る
べ
き
で
は
。

教
育
長　
教
育
委
員
会
の
中

で
協
議
す
る
。

問　
経
済
的
に
困
窮
し
、
生

理
用
品
を
入
手
で
き
な
い
女

性
に
無
償
配
布
を
す
べ
き
で

あ
る
。

　
塩
釜
市
は
一
人
１
パ
ッ
ク

20
個
ま
で
配
布
し
て
い
る
が
。

町
長　
社
会
福
祉
協
議
会
が

フ
ー
ド
バ
ン
ク
事
業
の
中
で

実
施
し
て
い
る
が
、
ど
う
い

う
形
が
一
番
い
い
か
、
状
況

を
幅
広
く
検
討
し
、
出
来
る

だ
け
早
め
に
対
応
し
た
い
。

問　
世
界
中
で
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
り
、
生
理
用
品
が
必
要
な

人
に
届
い
て
い
な
い
「
生
理

の
貧
困
」
が
大
き
な
問
題
に

な
っ
て
い
る
。
生
理
用
品
は
、

必
要
な
人
に
届
く
こ
と
で
健

康
を
守
り
、
教
育
の
機
会
を

保
障
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
学
校
の
ト
イ
レ
に
生
理
用

品
を
設
置
す
べ
き
で
は
。

教
育
長　
忘
れ
て
き
た
と
き

な
ど
、
必
要
な
児
童
生
徒
に

は
保
健
室
で
配
布
し
て
お
り
、

現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
。

問　
「
生
理
の
貧
困
」
と
い

う
も
の
が
理
解
さ
れ
て
い
な

い
。
国
も
大
き
く
取
り
上
げ

て
、
補
助
の
措
置
が
さ
れ
て

い
る
。
す
で
に
全
国
で
は
、

生理用品の設置を

福 田 淑 子
〈教育長〉教育委員会で協議する

学校トイレに生理用品設置を

美里町議会だより
令和３年８月１日12



一般質問

問　
特
定
都
市
河
川
浸
水
被

害
対
策
法
等
の
改
正
法
案
が

閣
議
決
定
さ
れ
た
。
洪
水
や

内
水
氾
濫
・
浸
水
か
ら
生
徒

の
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め

に
も
建
設
予
定
地
は
、
今
後

浸
水
被
害
防
止
区
域
や
制
限

用
途
、
建
築
制
限
区
域
な
ど

に
な
る
可
能
性
は
な
い
か
。

町
長　
可
能
性
は
な
い
。

問　
建
て
て
す
ぐ
に
移
転
は

考
え
ら
れ
な
い
。
流
域
治
水

と
し
て
２
０
２
５
年
ま
で
に

河
川
指
定
を
支
流
ま
で
広
げ

て
い
く
内
容
だ
が
。

町
長　
こ
の
区
域
に
指
定
さ

れ
る
こ
と
は
、
当
面
の
間
な

い
と
考
え
て
い
る
。

問　
建
設
予
定
地
及
び
周
辺

の
地
震
災
害
発
生
時
に
お
け

る
液
状
化
危
険
度
と
、
そ
の

対
策
は
。

町
長　
小
牛
田
地
域
は
全
域

的
に
液
状
化
の
危
険
度
が
高

い
。
そ
の
対
策
は
、
液
状
化

防
止
の
地
盤
改
良
を
行
い
、

十
分
な
安
全
性
を
確
保
す
る
。

問　
新
中
学
校
建
設
予
定
地

は
、
水
災
害
時
に
周
辺
道
路

が
冠
水
し
た
。
新
中
学
校
は

避
難
所
に
も
な
る
。
避
難
経

路
が
懸
念
さ
れ
る
が
。

町
長　
激
し
い
集
中
豪
雨
な

ど
で
は
、
町
内
の
幹
線
道
路

や
生
活
道
路
が
冠
水
し
て
し

ま
う
。

　

災
害
発
生
の
お
そ
れ
が
生

じ
た
場
合
は
、
早
急
に
判
断

し
安
全
を
確
保
し
て
い
く
。

問　
以
前
、
浸
水
し
た
箇
所

の
対
策
を
取
る
べ
き
で
は
。

町
長　
道
路
整
備
も
全
て
に

わ
た
っ
て
環
境
を
整
え
る
の

は
、
非
常
に
難
し
い
。

問　
全
て
は
難
し
い
が
対
策

を
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
冠
水
危
険
ポ
イ
ン
ト
を
把

握
し
、
表
示
や
案
内
を
す
る

の
も
１
つ
の
対
策
と
思
わ
れ

る
が
。

町
長　
指
摘
の
と
お
り
、
そ

の
よ
う
な
形
で
対
策
を
講
じ

て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
る

の
で
鋭
意
努
力
し
た
い
。

〈町長〉可能性はない

建築制限区域になる可能性は

問　
こ
の
法
令
は
、
本
町
に

と
っ
て
産
業
振
興
や
社
会
イ

ン
フ
ラ
整
備
、
教
育
・
医
療

体
制
な
ど
の
地
域
活
性
化
に

つ
な
が
る
と
捉
え
て
い
る
。

　
ど
の
よ
う
な
支
援
な
の
か
。

町
長　
後
年
度
に
有
利
な
地

方
交
付
税
措
置
に
よ
る
地
方

債
の
活
用
、
国
税
の
減
価
償

却
特
例
適
用
、
地
方
税
の
減

収
補
塡
措
置
、
国
庫
補
助
率

の
か
さ
上
げ
、
過
疎
地
域
持

続
的
発
展
支
援
交
付
金
な
ど

の
支
援
が
受
け
ら
れ
る
。

問　
国
か
ら
の
財
政
支
援
を

受
け
る
こ
と
に
関
し
て
、
町

に
デ
メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
の
か
。

町
長　
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い

て
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

問　
新
過
疎
法
対
象
地
域
の

新
聞
報
道
に
よ
り
、
不
安
感

や
不
名
誉
な
こ
と
と
捉
え
る

声
が
あ
る
。
そ
れ
を
払
拭
す

る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

町
長　
過
疎
と
い
う
言
葉
で
、

こ
の
よ
う
な
印
象
を
持
っ
た

と
考
え
て
い
る
。

　

こ
れ
は
南
郷
地
域
の
み
が

対
象
で
、
使
え
る
財
政
支
援

を
フ
ル
に
使
い
な
が
ら
、
今

後
持
続
発
展
可
能
な
南
郷
地

域
を
つ
く
り
、
住
み
よ
い
地

域
づ
く
り
を
行
う
こ
と
に

よ
っ
て
、
皆
さ
ん
の
不
安
や

心
配
を
払
拭
し
た
い
。

問　
具
体
的
な
見
直
し
や
計

画
策
定
な
ど
の
取
組
は
。

町
長　
過
疎
地
域
持
続
的
発

展
計
画
は
、
本
年
12
月
の
策

定
を
目
指
し
て
い
る
。

国の財政支援で地域の整備を

手 島 牧 世

新過疎法による支援は

〈町長〉国庫補助率のかさ上げなど

美里町議会だより
令和３年８月１日 13



一般質問
問　
政
府
は
７
月
中
に
65
歳

以
上
の
高
齢
者
に
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
終
え
よ
う
と
接
種
の

加
速
化
を
図
っ
て
い
る
が
、

本
町
で
は
７
月
中
の
接
種
終

了
は
可
能
か
。

町
長　
国
の
方
針
が
急
き
ょ

排水路の管理を

問　
４
、
５
年
前
に
な
る
が

バ
キ
ュ
ー
ム
で
汚
泥
な
ど
を

吸
う
ダ
ン
パ
ー
作
業
を
行
っ

て
い
る
。
土
砂
な
ど
が
大
分

堆
積
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

る
の
で
、
今
回
も
そ
の
よ
う

な
作
業
を
町
で
は
考
え
て
い

な
い
の
か
。

町
長　
地
区
の
区
長
や
衛
生

組
合
の
方
と
協
議
し
、
今
後

の
管
理
も
含
め
て
検
討
す
る
。

問　

不
動
堂
排
水
路（
旧
南

郷
江
）は
、
土
砂
・
汚
泥
な

ど
が
堆
積
し
て
お
り
、
こ
の

ま
ま
放
置
し
て
い
る
と
、
こ

れ
か
ら
暖
か
く
な
る
に
つ
れ

て
、
蚊
な
ど
の
繁
殖
や
異
臭

に
よ
り
衛
生
的
に
悪
影
響
が

出
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と

心
配
し
て
い
る
。
町
は
こ
の

状
況
を
把
握
し
て
い
る
か
。

町
長　
４
月
中
旬
に
地
域
の

衛
生
組
合
か
ら
相
談
を
受
け

て
お
り
、
状
況
は
把
握
し
て

い
る
。

〈町長〉今後の管理を含めて検討する

不動堂排水路の汚泥の除去は

問　
町
内
医
療
機
関
に
お
け

る
医
療
従
事
者
、
65
歳
以
上

の
高
齢
者
、
高
齢
者
施
設
の

従
事
者
で
直
近
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
対
象
者
は
各
々
何
人

か
。

　
ま
た
第
１
回
目
、
第
２
回

目
の
各
々
接
種
の
進
捗
率
は
。

町
長　
対
象
者
は
４
月
16
日
、

接
種
率
は
６
月
７
日
時
点
で
、

医
療
従
事
者
は
３
４
８
人
。

１
回
目
の
接
種
率
98
・
３
％
。

２
回
目
の
接
種
率
87
・
４
％
。

　

高
齢
者
は
８
９
４
５
人
。

１
回
目
の
接
種
率
23
・
６
％
。

２
回
目
の
接
種
率
８
・
４
％
。

　

高
齢
者
施
設
従
事
者
は
５

９
９
人
。

１
回
目
の
接
種
率
40
・
７
％
。

２
回
目
の
接
種
率
16
・
９
％

で
あ
る
。

変
更
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
町

と
し
て
も
集
団
接
種
の
追
加
、

東
北
大
学
ワ
ク
チ
ン
接
種
セ

ン
タ
ー
に
お
け
る
市
町
村
受

入
れ
の
活
用
な
ど
に
よ
っ
て
、

７
月
末
ま
で
に
終
了
で
き
る

よ
う
取
り
組
む
。

〈
町
長
〉
７
月
末
ま
で
の
終
了
に
取
り
組
む

高
齢
者
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
完
了
は

平 吹 俊 雄

安心が広がるワクチン接種

美里町議会だより
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一般質問

大変だった流出わらの処理

町
長　
現
在
、
宮
城
県
及
び

大
崎
管
内
の
市
町
村
、
土
地

改
良
区
な
ど
と
連
携
し
、
仮

称
宮
城
県
田
ん
ぼ
ダ
ム
実
証

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
設
立
に

向
け
準
備
を
進
め
て
い
る
。

問　
前
回
実
施
し
て
い
れ
ば

と
思
う
が
、
流
さ
れ
た
わ
ら

の
処
理
、
排
水
対
策
が
必
要

な
転
作
作
物
の
普
及
な
ど
の

補
償
を
考
え
る
と
、
国
県
の

協
力
が
必
要
と
考
え
る
が
。

町
長　
国
県
、
上
流
市
町
村

と
積
極
的
な
話
し
合
い
の
場

を
持
ち
進
め
て
い
き
た
い
。

問　
東
日
本
台
風
被
害
以
降

の
減
災
対
策
状
況
は
。

町
長　
南
郷
地
域
に
お
い
て

計
画
的
に
雨
水
排
水
路
の
整

備
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、

国
・
県
に
早
期
の
河
川
改
修

を
要
望
し
て
い
る
。

問　
平
成
29
年
の
１
月
に
合

同
庁
舎
で
、
最
初
の
田
ん
ぼ

ダ
ム
に
対
す
る
説
明
会
が
あ

り
質
問
し
た
が
、
今
回
、
話

が
あ
る
ま
で
の
間
、
具
体
的

に
進
め
る
た
め
の
話
合
い
は

な
か
っ
た
。
実
施
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
検
討
し
て
い
る

の
か
。

〈町長〉国、県に要望している

台風後の減災対策状況は

問　
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
予
約

状
況
は
。

町
長　
６
月
７
日
ま
で
に
対

象
者
の
約
77
％
６
９
２
１
人

に
予
約
を
い
た
だ
い
て
る
。

問　
接
種
会
場
で
の
ト
ラ
ブ

ル
は
発
生
し
て
い
な
い
か
。

町
長　
ト
ラ
ブ
ル
は
発
生
し

て
い
な
い
。

問　
65
歳
未
満
の
接
種
は
い

つ
頃
に
な
る
の
か
。

町
長　
高
齢
者
の
接
種
が
お

お
む
ね
終
了
す
る
８
月
上
旬

か
ら
と
考
え
て
い
る
。

問　
対
象
年
齢
は
。

町
長　
16
歳
以
上
と
さ
れ
て

い
た
が
、
５
月
31
日
付
国
か

ら
の
通
知
に
よ
り
12
歳
以
上

が
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

問　
65
歳
未
満
の
対
象
人
数

は
。

町
長　
１
万
３
２
４
５
人
で

あ
る
。

問　
予
約
方
法
は
。

町
長　
前
回
同
様
に
、
電
話

と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る

予
約
で
行
う
。

問　
65
歳
以
上
の
時
は
、
９

０
０
０
人
で
混
乱
し
た
。
同

じ
予
約
体
制
で
大
丈
夫
な
の

か
。

町
長　
年
代
別
に
な
る
か
地

域
別
に
な
る
か
、
検
討
し
て

い
る
。

問　
全
国
的
に
ク
ラ
ス
タ
ー

の
発
生
し
て
い
る
場
所
が
限

定
さ
れ
、
関
連
す
る
職
業
の

方
々
を
優
先
接
種
す
る
自
治

体
も
あ
る
。
前
回
の
質
問
で

も
提
案
し
た
が
、
消
防
士
や

警
察
官
、
保
育
士
の
方
、
幼

稚
園
教
諭
、
学
校
の
先
生
な

ど
の
優
先
接
種
を
考
え
て
は
。

町
長　
ク
ラ
ス
タ
ー
を
防
止

す
る
た
め
、
議
員
か
ら
提
案

さ
れ
た
よ
う
に
、
ど
の
対
象

を
優
先
す
る
か
、
現
在
検
討

し
、
準
備
を
進
め
て
い
る
。

柳 田 政 喜
〈町長〉協議を重ね対応する

クラスター懸念職業へ優先接種を

美里町議会だより
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議会の活動 （３月会議から６月会議まで）
美里町議会（本会議） 10日
予算審査特別委員会 9日
議会運営委員会 8回
総務、産業、建設常任委員会 2回
教育、民生常任委員会 2回
全員協議会 3回

議会活性化調査特別委員会 1回
議会活性化調査特別委員会運営小委員会 2回
議会活性化調査特別委員会第1分科会 3回
議会だより編集特別委員会 5回
web会議用パーソナルコンピュータ操作
研修 1回

大崎地域広域行政事務組合議会（美里町選出議員）
定例会 1回
臨時会 1回
議会運営委員会 2回
議員全員協議会 2回
大崎地域広域行政事務組合議員研修会 1回

手
島
　
牧
世

問　
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
で

ス
ポ
ー
ツ
の
価
値
が
高
ま
っ

て
い
る
。
運
動
不
足
に
よ
る

健
康
二
次
被
害
の
予
防
は
。

町
長　
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
進

め
、
ス
ポ
ー
ツ
環
境
が
確
保

で
き
る
よ
う
努
め
る
。

問　
国
の
デ
ー
タ
で
は
運
動

不
足
が
原
因
で
毎
年
約
５
万

人
が
死
亡
し
て
い
る
。
新
た

な
対
策
の
具
体
的
な
検
討
や

実
施
は
。

町
長　
ス
ポ
ー
ツ
関
係
者
と

の
意
見
交
換
や
町
か
ら
の
情

報
を
広
報
な
ど
で
住
民
に
提

供
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

楽
し
い
給
食
を

問　
楽
し
み
な
給
食
の
時
間
、

コ
ロ
ナ
禍
で
の
現
状
は
。

教
育
長　
幼
稚
園
も
学
校
も

し
ゃ
べ
ら
な
い
で
黙
々
と
食

事
を
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

ス
ポ
ー
ツ
で
健
康
に

問　
給
食
を
通
し
た
味
の
体

験
と
食
事
の
マ
ナ
ー
教
育
で

の
「
楽
し
く
」
が
欠
落
し
て

い
る
。
取
組
や
工
夫
は
。

教
育
長　
前
を
向
い
て
食
べ

て
い
る
措
置
が
な
か
な
か
取

れ
な
い
。
こ
れ
か
ら
ど
の
よ

う
に
す
る
の
か
も
含
め
て
検

討
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

平
吹
　
俊
雄

問　
小
・
中
学
校
で
の
体
育

授
業
の
マ
ス
ク
着
用
は
、
ど

の
よ
う
に
し
て
い
る
の
か
。

教
育
長　
２
年
５
月
21
日
付

ス
ポ
ー
ツ
庁
政
策
課
学
校
体

育
室
か
ら
の
事
務
連
絡
に
基

づ
き
、
基
本
的
に
運
動
す
る

際
は
マ
ス
ク
を
外
し
て
い
る

が
、
軽
度
な
運
動
の
際
に
は
、

マ
ス
ク
を
着
用
す
る
事
も
あ

り
、
実
情
に
応
じ
て
各
学
校

で
対
応
し
て
い
る
。

体
育
授
業
で
の

�

マ
ス
ク
の
着
用
は

一般質問一般質問
あ
れこ
れ

件　　　　　名 提　　出　　者 受付年月日

選択的夫婦別姓制度の導入を求める意見書を
国に提出することを求める陳情

選択的夫婦別姓制度
全国陳情アクション仙台支部
代表　真野　美沙子

３年５月11日

５月会議で全議員に配付しました。

※陳情書とは、紹介議員のある請願書以外のものをいいます。

陳情書等一覧

福
田
　
淑
子

中
学
校
建
設

強
風
対
策
は
大
丈
夫
か

問　
調
査
報
告
書
に
「
風
の

吹
き
抜
け
が
強
く
、
冬
季
の

通
学
に
懸
念
」
と
あ
る
が
、

対
策
と
そ
の
経
費
は
い
く
ら

か
。

町
長　
ま
だ
検
討
し
て
い
な

い
。

詳しい議会の活動は、議会ホームページ
でご覧いただけます。
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総
務
、
産
業
、
建
設
常
任
委
員
会

常任委員会報告

常任委員会の現地調査の報告書が提出されました。抜粋してお知らせします。

梨の凍霜害を現地調査
調
査
の
概
要

　

本
町
の
北
浦
梨
生
産
状
況

は
、
生
産
農
家
41
戸
、
生
産

面
積
10
・
７
ヘ
ク
タ
ー
ル
で

あ
り
、
彫
堂
地
区
、
起
谷
地

区
、
関
根
か
ら
横
埣
に
か
け

て
分
布
す
る
江
合
川
右
岸
地

区
の
３
つ
の
エ
リ
ア
で
栽
培

が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

３
年
３
月
の
温
暖
な
気
候

の
影
響
で
平
年
よ
り
早
ま
っ

た
開
花
時
期
に
最
低
気
温
が

氷
点
下
に
冷
え
込
む
日
が
あ

り
、
凍
霜
害
を
う
け
た
。

　

花
の
雌
し
べ
を
枯
死
さ
せ

受
粉
で
き
ず
実
が
つ
か
な
い

被
害
や
実
の
表
面
が
凍
り
傷

が
つ
い
た
梨
が
多
く
発
生
し

て
い
る
。

　

今
回
、
彫
堂
地
区
、
起
谷

地
区
の
梨
樹
園
地
２
か
所
を

現
地
調
査
し
、
そ
の
後
、
新

み
や
ぎ
農
協
北
浦
梨
部
会
員
、

新
み
や
ぎ
農
協
小
牛
田
営
農

セ
ン
タ
ー
職
員
、
宮
城
県
小

牛
田
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
職

員
、
美
里
町
産
業
振
興
課
職

員
と
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

現
地
調
査

彫
堂
地
区
の
果
樹
団
地

�

北
浦
梨
生
産
農
家

①
栽
培
場
所
に
よ
る
生
育
環

境
の
違
い
に
よ
り
被
害
状
況

の
差
異
が
認
め
ら
れ
る
。

　

樹
園
に
お
い
て
南
北
斜
面

や
生
育
ス
テ
ー
ジ
に
よ
り
受

け
た
凍
霜
被
害
に
差
が
あ
る
。

②
梨
の
品
種
間
の
被
害
格
差

が
あ
る
。

　

開
花
時
期
の
早
い
「
豊ほ
う

水す
い
」「
新に
い
高た
か
」「
新し
ん
興こ
う
」
の
被

害
が
多
い
。

起
谷
地
区

�

北
浦
梨
生
産
農
家

①
樹
園
地
が
田
園
の
中
に
あ

り
、
４
月
上
旬
に
氷
点
下
４

度
ま
で
冷
え
込
み
、「
新
高
」

「
豊
水
」
は
開
花
し
た
も
の

の
実
が
着
か
な
い
状
態
に

な
っ
て
い
る
。

②
「
幸こ
う
水す
い
」
は
着
果
し
て
い

る
が
そ
の
個
体
数
は
例
年
よ

り
少
な
く
、
９
割
以
上
が
傷

や
奇
形
果
の
状
況
が
確
認
さ

れ
、
大
幅
な
減
収
が
予
想
さ

れ
る
。

③
梨
の
着
果
数
が
か
な
り
少

な
い
。
ま
た
は
結
実
が
な
い

た
め
に
樹
勢
バ
ラ
ン
ス
や
肥

培
管
理
な
ど
今
ま
で
に
経
験

の
な
い
梨
の
栽
培
管
理
を
し

て
行
く
こ
と
に
な
る
。

新
み
や
ぎ
農
協
北
浦
梨

部
会
員
及
び
関
係
者
と

の
意
見
交
換

　

概
要
は
次
の
と
お
り
で
あ

る
。

①
凍
霜
被
害
状
況
は
着
果
数

の
減
少
が
１
割
か
ら
９
割
と

樹
園
地
に
よ
る
開
き
が
あ
る
。

　

町
平
均
で
３
割
程
度
減
収

に
な
る
見
込
み
で
あ
る
。　

②
地
域
的
な
被
害
特
性
は
、

江
合
川
右
岸
地
区
関
根
か
ら

横
埣
に
か
け
て
は
隣
接
す
る

樹
園
地
で
も
被
害
の
差
が
あ

る
が
比
較
的
被
害
は
少
な
い
。

今
後
の
対
応

①
凍
霜
被
害
状
況
の
把
握
に

努
め
る
。

②
凍
霜
被
害
の
梨
生
産
者
に

ど
の
よ
う
な
支
援
方
法
が
あ

る
の
か
各
機
関
や
産
業
振
興

課
と
連
絡
調
整
を
図
り
検
討

す
る
。

起谷地区　北浦梨生産農家

彫堂地区の果樹団地　北浦梨生産農家

美里町議会だより
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開 催 日 会　　場　　名

１０月１２日（火）

駅東地域交流センター

慶半コミュニティセンター

北浦コミュニティセンター

１０月１３日（水）

大柳コミュニティセンター

下小牛田コミュニティセンター

青生コミュニティセンター

１０月１４日（木）
から

１０月１８日（月）
行政区、団体（５人以上）など

議会懇談会を開催
　

10
月
12
日
・
13
日
の
２
日
間
、
６
会
場
で
議
会
懇

談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
14
日
か
ら
18
日
ま
で
は
行
政
区
、
団
体（
５
人
以
上
）

か
ら
の
希
望
に
も
応
じ
る
予
定
で
す
。

　
皆
さ
ま
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

昨年の懇談会（中埣コミュニティセンター）

常任委員会テーマ
◦総務、産業、建設
　「公共施設マネジメントについて」

◦教育、民生
　「奨学金による人材確保について」

昨年の懇談会（二郷第１住宅集会所）

　

議
会
懇
談
会
で
は
２
つ
の
常

任
委
員
会
の
研
究
テ
ー
マ
に
つ

い
て
、
協
議
の
経
過
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　

行
政
区
、
団
体（
５
人
以
上
）

な
ど
の
要
請
に
よ
る
懇
談
会
は
、

10
月
14
か
ら
18
日
ま
で
の
５
日

間
に
実
施
し
ま
す
。

　

ご
希
望
の
行
政
区
、
団
体
は
、

８
月
31
日
ま
で
に
議
会
事
務
局

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

�

☎（
３
３
）２
１
１
８

※�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
今
後
の
状
況
な
ど
を
見

な
が
ら
、
開
催
を
見
直
す
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
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あれどうなってんのしゃあれどうなってんのしゃ

　令和元年度まで脳ドック事業対象者は45歳から60歳までの節目年齢となって
いました。
　しかし、病気が発生する危険は年齢を重ねるごと増加していきます。
　さらに、65歳を過ぎると年金暮らしとなり、脳ドックの負担は大きく、受けた
くても家計に響くことから、なかなか簡単に受けられません。
　事業の対象年齢を拡大することは高齢化社会に向けた町民の健康づくりと病気
の予防にもなり、国民健康保険会計の健全化にも結び付くことから、対象年齢の
拡大を強く要望してきました。

　脳ドックの対象年齢拡大について、健康福祉課と国民健康保険担当課と協議が行
われ、２年度より脳ドックの対象年齢が拡大されました。
　２年度の利用者は160名の予算に対し101名であり、63パーセントの利用率でした。
　病気の早期発見、予防による健康寿命延命のため、ぜひご活用ください。（今年度
の受付は終了しました）
　また、国民健康保険以外の医療保険加入者は依然として、45歳から60歳までの
節目年齢であり、今後も引き続き、状況を注視し、提言してまいります。

どうなった

対象年齢

対象年齢

４５・５０・５５・６０歳の国民健康保険被保険者

４５・５０・５５・６０・ ６５ ・ ７０歳 の国民健康保険被保険者

予算審査や決算審査において、意見を付した
� 「その後」を報告します。

脳ドック対象年齢拡大
国保

美里町議会だより
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●
い
つ
も
議
会
だ
よ
り
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

町
内
で
行
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
詳
し
く
知
る
こ
と

が
出
来
る
の
で
、
と
て
も
良
い
な
と
思
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
発
行
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
！�
（
57
歳
）

●
議
会
だ
よ
り
は
、
町
内
の
こ
と
が
詳
し
く
知
る
こ

と
が
出
来
る
の
で
、
毎
回
見
る
の
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。�

（
28
歳
）

●
議
会
の
や
り
と
り
が
見
れ
て
い
つ
も
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。�

（
55
歳
）

●
毎
年
私
た
ち
町
民
の
た
め
に
働
い
て
く
だ
さ
っ
て

い
る
こ
と
を
議
会
だ
よ
り
で
知
り
感
謝
い
た
し
て

お
り
ま
す
。�

（
74
歳
）

●
子
ど
も
が
小
さ
い
頃
、
土
田
畑
村
の
ロ
グ
ハ
ウ
ス

に
泊
ま
り
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
利
用

し
や
す
い
料
金
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
今
度

は
孫
と
泊
ま
り
に
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
57
歳
）

●
議
会
だ
よ
り
わ
か
り
や
す
く
毎
月
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。
役
場
の
入
口
に
案
内
の
方
が
い
て
と
て

も
便
利
で
助
か
っ
て
い
ま
す
。
議
員
さ
ん
方
健
康

に
気
を
付
け
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
！�

（
98
歳
）

●
人
口
減
少
に
伴
う
議
員
定
数
減
は
当
然
で
あ
り
、

今
後
も
あ
り
う
る
こ
と
な
の
で
し
っ
か
り
検
証
し

て
ほ
し
い
。
そ
れ
は
住
民
の
民
意
を
吸
い
上
げ
る

方
法
を
明
確
に
し
充
実
し
て
ほ
し
い
で
す
。
議
員

が
減
っ
た
！
民
意
が
行
政
に
届
か
な
い
！
と
は
な

ら
な
い
よ
う
仕
組
み
づ
く
り
を
明
確
に
ア
ピ
ー
ル

し
て
ほ
し
い
の
で
す
。
議
員
報
酬
は
も
っ
と
上
げ

て
も
良
い
と
思
い
ま
す
。�

（
69
歳
）

●
私
た
ち
が
選
ん
だ
議
員
さ
ん
た
ち
の
活
動
が
く
わ

し
く
わ
か
り
ま
し
た
。
と
て
も
読
み
や
す
い
で
す

ネ
。�

（
70
歳
）

●
議
会
だ
よ
り
に
限
ら
ず
コ
ロ
ナ
の
こ
と
で
は
毎
日

毎
日
ま
た
か
と
思
う
こ
と
ば
か
り
。
一
人
一
人
が

注
意
す
る
よ
り
仕
方
が
な
い
の
か
な
。
早
く
笑
顔

で
暮
ら
せ
る
日
が
来
る
と
い
い
で
す
ね
。�（
76
歳
）

●
こ
れ
ま
で
自
分
で
住
ん
で
い
る
町
の
こ
と
を
知
ら

な
い
ま
ま
で
し
た
。
ク
イ
ズ
が
き
っ
か
け
で
は
あ

り
ま
す
が
、
今
回
『
議
会
だ
よ
り
』
を
読
ん
で
い

ろ
い
ろ
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
し
、
興
味
を
持

つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。�

　
　
（
33
歳
）

議
会
だ
よ
り
の
ク
イ
ズ
に
お
寄
せ
い
た
だ

い
た
ハ
ガ
キ
や
メ
ー
ル
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

一
部
ご
紹
介
し
ま
す
。

声声
みなさんのみなさんの

　

今
年
も
山
神
社
の
境
内
に
紫あ

じ
さ
い

陽
花
が
咲
き

誇
り
、
た
く
さ
ん
の
人
の
目
を
楽
し
ま
せ
て

く
れ
ま
し
た
。

　

紫あ
じ
さ
い

陽
花
を
見
に
訪
れ
た
子
ど
も
達
を
撮
影

さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
か
わ
い
ら
し
い
子

ど
も
達
の
表
情
で
す
。

表紙写真

美里町議会だより
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町内で活動している
団体を紹介します。

これからも、たくさんの元気と感動を伝えて下さい。

第２回

Ｑ　活動をはじめたきっかけは？

Ａ　�　1979年（昭和54年）北浦駒米地区
の夏祭りの際に子供太鼓として発会
しました。以降、子供たちの健全育
成や、和太鼓という日本文化を大切
にしながら、演奏活動を通じて身の
周りの様々なものを感じ、考える力
を高められるよう日々の活動に取り
組んでいます。

Ｑ　議会だよりの感想・議会に一言！

Ａ　�　今、町でどんな問題があり、どの
ように取り組もうとしているのか、
今後の美里町をどのようにして行こ
うとしているのかをわかりやすく発
信していると思います。
　昨年からコロナ禍にあり、様々な
制限や我慢の日々が続いています
が、こんな時代だからこそ町民が
もっと将来に希望が持て、町が活気
づくような企画を町民一丸となって
実施出来たらと思います。

Ｑ　活動内容をどうぞ！

Ａ　�　会員は小学校３年生以上で年齢に上限はありませ
ん。打てば誰でも音を出せる太鼓ですので、誰でも
簡単に始められると思います。上達するのは練習次
第ですが、練習は毎週土曜日の19時から21時まで
小牛田小学校体育館と第１日曜日の13時から17
時、第３日曜日の９時から13時まで駅東地域交流
センターで行っています。
　その他、様々なイベントにお声がけいただき演奏
活動を行っているほか、1990年（平成２年）から
2019年（令和元年）まで毎年、美里町文化会館にて
定期演奏会を開催していましたが、昨年はコロナウ
イルス感染拡大のため開催出来ませんでした。

創作和太鼓　駒 の 会

ふれあいコーナー

美里町議会だより
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環境に配慮し再生紙を
使用しています。

発行／美里町議会　編集／議会だより編集特別委員会
〒987-8602　宮城県遠田郡美里町北浦字駒米13番地

TEL（0229）33-2118��FAX（0229）33-2402
E-mail:gikai@town.misato.miyagi.jp

検索GO！

応募方法
　ハガキまたはＥメールに答え、住所、
氏名、年齢、ご感想などを記入の上、
議会事務局までお寄せください。正解
者の中から抽選で５人に記念品を差し
上げます。
　　　あて先　
〒987−8602
美里町議会事務局　議会だより係
E-mail:gikai@town.misato.miyagi.jp
　　　締切日
　令和３年８月31日㈫（当日消印有効）
前号の当選者　おめでとうございます
　（応募２５件、正解者全員）
　・伊　藤　修　二　さん（福 ヶ 袋）
　・齋　藤　政　子　さん（牛飼２区）
　・矢　萩　勝　也　さん（牛飼３区）
　・上　山　信　雄　さん（素 山 町）
　・横　尾　みわ子　さん（中埣２区）
◎前号の答え
　（１０６・４・交流）

ク イ ズ

　議会だよりでお伝えしきれない会議
の記録は、美里町公式ホームページま
たは近代文学館や南郷図書館
でご覧になれます。

美里町公式ホームページ
（URL：http：//www.town.misato.miyagi.jp/）の
「町議会・監査」→「会議録」から閲覧できます。

皆さん議会を傍聴
してみませんか
次回の会議 予定

９月７日（火）午前10時から
一般質問通告書は、ご希望の方に無料で提供します。

議会ライブ中継配信
会議の映像を配信しています。ホームページからご
覧になれます。４月よりYouTube配信になりました。

　

庭
を
歩
い
て
い
る
と
、
こ
っ
ち
を
見

て
と
言
わ
ん
ば
か
り
に
四
葉
の
ク
ロ
ー

バ
ー
が
風
に
揺
れ
て
い
ま
す
。
見
つ
け

た
時
に
は
、
幸
せ
な
一
日
を
期
待
し
て

ワ
ク
ワ
ク
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
が
進
む
に
つ
れ
、
感
染
収
束
へ
の

期
待
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

そ
れ
と
同
時
に
懸
念
さ
れ
る
の
が
未

接
種
者
へ
の
偏
見
と
配
慮
不
足
で
す
。

何
事
も
「
出
来
る
人
」
と
「
や
り
た

く
て
も
出
来
な
い
人
」
が
い
ま
す
。

世
間
で
は
マ
ス
ク
警
察
が
現
れ
た
り
、

感
染
者
に
ネ
ッ
ト
で
罵
声
を
浴
び
せ

た
り
と
、
モ
ラ
ル
に
も
不
安
を
覚
え

ま
す
。
他
者
へ
の
配
慮
と
思
い
や
り
の

心
を
忘
れ
ず
に
住
み
よ
い
環
境
を
維

持
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

　

今
回
、
議
会
が
新
し
い
方
向
へ
進

む
た
め
の
特
別
ペ
ー
ジ
を
増
設
し
ま

し
た
。
公
職
選
挙
法
の
改
正
や
議
員

定
数
、
報
酬
の
改
定
、
議
会
懇
談
会

に
つ
い
て
も
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
皆
様
に
読
ん
で
い
た

だ
け
る
議
会
だ
よ
り
を
目
指
し
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
手
島　

牧
世
）

発
行
責
任
者

　議
　
　
長
　
大
　
橋
　
昭
太
郎

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

　委
員
長
　
前
　
原
　
吉
　
宏

　副
委
員
長
　
佐
　
野
　
善
　
弘

　委
　
　
員
　
吉
　
田
　
二
　
郎

　委
　
　
員
　
手
　
島
　
牧
　
世

　委
　
　
員
　
山
　
岸
　
三
　
男

　委
　
　
員
　
柳
　
田
　
政
　
喜

編
集
後
記

『小さな幸せ』見つけてみませんか。

問　○の中には、どんな数字、文字
が入るでしょうか。

① 新中学校○○取得に9244万円可決
② 議員定数○人減
③ 一般質問。
　○人議員が13項目を質問

議会だより
No.66 ２０２１令和３年８月１日
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